
はじめよう! づくり

①野菜づくり入門コース（春夏野菜づくり） ②一坪農園 春夏野菜づくり

日程
開講式➡４月１日㈬　研修期間➡４月２日㈭
～８月５日㈬(原則週２回)午前９時～正午
閉講式➡８月６日㈭

４月18日㈯、５月２日㈯・16日㈯・23日㈯、６
月６日㈯・27日㈯午前９時30分から１時間程度
(全６回)　　※５月16日は午後１時30分開始。

場所 アグリライフ支援センター

内容
割り当てられた一人１区画の畑(約30㎡ )での
春夏野菜の栽培、農業関連施設の視察等
※野菜づくりを基礎から学べる講座です。

３㎡程度の畑での春夏野菜の植付・管理・収穫
等の作業
※気軽に野菜づくりを体験できる講座です。

作る野菜 スイカ、ナス、トマト、ピーマン、キュウリ、
エダマメ、トウモロコシ等10品目程度 ナス、トマト、ピーマン等５品目程度

対象 市内在住で畑の管理作業等ができる健康な人 市内在住者
定員 20人程度(定員を超えた場合は抽選) 18組(定員を超えた場合は抽選)
参加費 15,000円(苗・肥料代、保険料込) 1,500円(苗・肥料代、保険料込)
募集期間 ２月16日㈰までの午前８時30分～午後５時15分(㈪㈷を除く)

申込み方法

申込み・問合
せ先

アグリライフ支援センター／〒444-1201石井町辻原131-2
☎〈92〉6200／FAX〈92〉6122／agrilife@city.anjo.lg.jp

受講申込書を持参か、郵送(必着)でアグリラ
イフ支援センターへ｡ 募集要項・
受講申込書は同センター・農務課・
各地区公民館・市HPで配布
※右記QRコードからも申込み可。

代表者の住所・氏名・電話番号、参加人数(大人・
子どもの人数)を電話・郵送(必着)・
ファクス・Eメールでアグリライフ
支援センターへ
※右記QRコードからも申込み可。

加藤春美さん（箕輪町）

神谷和義さん（福釜町）

アグリライフ支援センターでは､ 市民の皆さんが気軽に楽しく野菜づくりを体験できる講座を
実施しています。一緒に野菜づくりを始めませんか？施設の案内も随時行っていますので、気
軽に問い合わせてください。

野菜の成長を見るのが楽しい

※農具・資材はセンターのものを使用します。
※いずれの講座も、天候や野菜の生育状況等により日程を変更する場合があります。
※①は、実習日以外に水やりや管理作業等があります。

これまで農作業の経験はありませ
んでしたが、スタッフの方々が細
やかに教えてくれました。暑い時
期の作業はとても大変でしたが、

それを乗り越えてでき上がった野菜を見た時は感動
しました。

野菜づくりは初めてでしたが、思
っていた以上に楽しいです。特に
野菜の成長の早さを見るのが楽し
いです。センターでは土づくりが

できているので、経験がなくても気軽に始めること
ができます。

◆野菜づくり講座の受講生を募集します！

収穫の喜びは格別

「野菜づくり入門コース」受講生の声

※９ページに「野菜づくり実践コース」受講生の大橋み
どりさんのインタビューを掲載しています。

　▶アグリライフ支援センター
☎〈92〉62００
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２
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に
な
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を
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が
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。
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で
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台
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。
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迎
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。

　
こ
う
し
た
大
災
害
に
直
面
し
、

ふ
と
思
い
出
し
た
の
は
、
本
市

ご
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
後
藤
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。
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催
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。
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。
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迷
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。
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献
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。
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と
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。
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。

　
明
日
は
わ
が
身
の
自
然
災
害

で
す
。
と
は
言
え
、
多
忙
な
社

会
に
生
き
る
私
達
が
、
被
災
地

へ
直
接
出
か
け
る
に
は
い
さ
さ

か
困
難
が
伴
い
ま
す
。
安
城
市

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ボ
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テ
ィ
ア
支
援
の
他
、
義
援
金
や

物
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に
よ
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援
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ん
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心
を
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可
能
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で
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け
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だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

震災遺構となる小学校（宮城県石巻市）

《被災地を忘れない》

◆本紙１月１日号13ページ「堀内公園の催し」に誤りがありました。お詫びして訂正します。
　ノルディックウォーキング＆棒びくす体験会の参加費
　正➡器具使用料各300円。両方使用する場合は500円　誤➡器具使用料各500円。両方使用する場合は800円


